
平成３０年度高山市政クラブ 

行政視察報告書 

 

 

視察日：平成３０年５月１日 

視察先：障がい者就労継続支援Ａ型事業所 株式会社 ひだっ子の里 

   （高山市山田町２８８番地１） 

参加者：渡辺甚一、今井武男、溝端甚一郎、松葉晴彦、 

北村征男、榎 隆司、沼津光夫、西田 稔    

  

  

１．視察項目 

障がい者の就労継続支援について        

 

２．視察目的 

高山市における障がい者就労継続支援の現況と将来像を研究する。 

        

３．視察内容 

事業所名は株式会社ひだっ子の里。設立年月日は、平成２１年６月１日。事業開始

日は平成２２年４月１日である。 

基本理念は「利用者の意思及び人格を尊重して、常に当該利用者の立場に立った適

切な指定就労継続支援Ａ型の提供を目的とする」。農産物の生産及び販売を通じて、一

人ひとりの人権を尊重し、心身ともに癒される環境の中で生産活動を営み、働く喜び、

働く姿勢の養成と技術の向上を目指す。また、職場を通じて生活環境の確立を図り、

当たり前の生活ができることを目的とし、社会自立を目指す。 

現在の就業者数は２０名、障がいの状況は下表のとおり。 職員数は５名である。 

 

身体 ５名 

知的 ９名 

精神 ６名 

 

 

 

 

 

写真：会社のルール 

 

会社の業務内容は以下のとおりである。     

①アスパラ栽培：２０１１年よりアスパラの栽培を行っている。飛騨地区最大規模の

圃場で、青空の下、春から秋にかけて栽培している。 



②菌床椎茸栽培：事業所設立当初から室内にて秋から冬にかけて菌床椎茸を栽培して

いる。      

③農産物加工：高山の市場に届いた農産物を事業所に運び、計量し、パック詰めやネ

ット入れをして、再び市場へ返す。その後、店に並ぶ。 

 

④直売・訪問販売：事業所で栽培した野菜を販売している。要望があれば企業や個人

宅での訪問販売もしている。 

 

利用対象者は、身体・知的・精神・難病等の障がいがある方。利用日数と利用時間

は毎月８日間と１２月３０日～１月３日までを除く日、午前 ８時から午後５時まで

である。また施設外就労として、アパートの共用部分の定期清掃も行っている。旧高

山市内の送迎サービスも行っているということである。 

 

４．考察 

平成２９年４月１日、指定就労継続支援Ａ型の適正な運営を図ることを目的に、障

がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律、障がい者総合支援法

に基づく指定基準法が改正された。 

（１）就労の機会の提供に当たっては利用者の希望を踏まえたものとすることを義

務付け 

・次の内容を含めた就労継続支援Ａ型計画を作成すること 

 イ）利用者の希望する業務内容、労働時間、賃金、一般就労の希望の有無等 

 ロ）利用者の希望する生活や課題等を踏まえた短期目標、長期目標 

 ハ）利用者の希望を実現するための具体的な支援方針・内容    

 

（２）利用者に支払う賃金の総額以上の事業収益を確保すべきとする原則を明示す

ること       

・事業者は、生産活動に係る事業収入から必要経費を控除した額が賃金の総額以

上となるようにしなければならない旨の規定が設けられた   

    

（３）事業所が運営規定において定める項目の追加 

・事業者が定めるべき運営規定の項目として、｢主な生産活動の内容、利用者の労

働時間及び賃金、工賃」が追加された。     

  

（４）情報公開の促進       

・次の内容について事業所のホームページで公表すること 

 イ）貸借対照表、事業活動計算書、就労支援事業別事業活動計算書、就労支援 

事業別事業活動明細書 

 ロ）主な生産活動の内容 

 ハ）平均月額賃金（工賃） 

 



企業の障がい者雇用率の引き上げもあり、企業に対する障がい者の雇用の必要性が高

まるなか、Ａ型事業所はその本来の役割をこなすことが重要になってきている。 

今回視察した株式会社ひだっ子の里は、「一人ひとりの人権を尊重し心身ともに癒さ

れる環境の中で生産活動を営み、働く喜び、働く姿勢の養成と技術の向上を目指す」と

あるように会社のルールを決めそれに沿って活動をしている。 

しかし収益を増やさないと定員を増やせないというジレンマもあるようである。 

       以上 

  



平成３０年度高山市政クラブ 

行政視察報告書 

        

        

視察日：平成３０年５月１日 

視察先：飛騨変換所（高山市清見町上小鳥地区） 

参加者：渡辺甚一、今井武男、溝端甚一郎、松葉晴彦、 

北村征男、榎 隆司、沼津光夫、西田 稔    

        

        

１．視察項目 

飛騨変換所新設工事について 

 

写真：建設中の変換所 

 

 

 

 

 

 

 

２．視察目的 

「東京中部関連系設備の増強に係わる提言 平成２５年１月２３日 一般社団法人

電力系統利用協議会」に基づく施設を視察する。     

   

３．視察内容 

東日本大震災時に見られたような大規模な電源停止が発生した場合には、計画停電

の実施など社会的影響の大きい事象が発生するおそれがある。この対策として、５０・

６０Hz 地域間の相互応援能力の拡大を図るため、飛騨変換所を平成３３年３月に新設

する。 

 

 広域融通の増強という観点から、電力９社の負担にて工事を実施。 

 変換所名称 所有会社 設備容量 備考 

① 新信濃 東京電力（株） ６０万 kW 既設 

② 佐久間 電力開発（株） ３０万 kW 既設 

③ 東清水 中部電力（株） ３０万 kW 既設 

④ 飛騨 中部電力（株） 
９０万 kW 

既設 

⑤ 新信濃 東京電力（株） 増設 

④⑤運開後容量合計 ２１０万 kW Ｈ３３．３～ 

※④が今回新設される変換所である。     



◎飛騨変換所の目的と必要性       

目的：「東京中部間連系設備の増強に係わる提言 平成２５年１月２３日 一般社団法

人電力系統利用協議会｣に基づく事業であり、大規模災害時の電力の安定供給確

保を目的とする。 

 

必要性：東日本大震災において全国で電力の供給力が大幅に不足する事態が発生したこ

とを受け、国の「地域間連携線等の強化に関するマスター研究会」で地域間連

系線の強化に関する議論が行われた。 

 

上記研究会の｢中間報告書」において東京中部間については『２０２０年度を目

標に容量９０万 kW 増強』することとされた。     

  

 「電力系統利用協議会」において電力の安定供給の観点から『東京電力（株）

 新信濃変電所を増強し、長野方面で直流送電線を活用して連係する案により、 

２０２０年度を目標に運用開始を目指す』ことが提言された。 

 
   写真：変換所新設の伴う許認可手続き。高山市景観条例にも配慮している。 

    

  

 写真：建設中の本館。完成後は無人で自動操作・遠隔操作が行われる。 

      

        

        

        

        



 

写真：現地で設計書を元に説明を受ける。     

  

        

４．考察 

災害が発生し発電システムが甚大な被害を受けた時、５０Hz の東日本と６０Hz の西

日本とで電力を融通しあうシステムが必要となる。それが「東京中部関連系設備の増

強に係わる提言」であり、平成２５年に一般社団法人電力系統利用協議会が発足し、

今回、高山市清見町上小鳥地区に建設される事になった。 

工事中は地元の安全・安心に対する取り組みがなされる。 国道進入口にガードマ

ンが配置され、関係車両はステッカーで明示される。 

運転開始は平成３３年３月である。国にとって重要な施設であり完成が待たれる。

      以上 

  



平成３０年度高山市政クラブ 

行政視察報告書 

 

 

視察日：平成３０年５月１日 

視察先：障がい者支援施設 高山山ゆり園（高山市下切町２０８－１） 

   障がい者共同生活援助 宇津江ホーム（高山市国府町宇津江１８０６－１） 

参加者：渡辺甚一、今井武男、溝端甚一郎、松葉晴彦、 

北村征男、榎 隆司、沼津光夫、西田 稔 

 

 

１．視察内容 

 

◆ 施設開設の目的 

   高山山ゆり園が昭和５２年に開設したこれまでの施設が老朽化し、高齢の利用者

や障がいの重い人達へのケアが十分に行き届かない環境にあったことから、移転新

築することとした。入所支援事業と生活介護事業（日中活動）を大きな柱に短期入

所事業（ショートスティ）を行う。 

   同じ時期に、長年の念願であったバリアフリーで２４時間対応のグループホーム

宇津江ホーム（グループホームぷりずむ）もオープンし、飛騨慈光会全体の「生活

の場」が増えることになったため、その人にとってよりふさわしい環境で生活でき

るようにする。 

 

◆ 各施設の概要 

 ① 高山山ゆり園 

（１）入所支援事業 定員：４８ 

食堂・浴室・トイレなど、毎日の生活に 

必要な設備の全てを１階に集約し利用さ 

れる方の年齢や障がいの状態にかかわら 

ず、安全・快適に過ごせる環境にした。 

また、居室は全て個室とし、ユニバーサ 

ルデザインに基づいた設定とした。 

 

（２）生活介護事業（日中活動支援） 定員：７０名 

通所される方の特性や希望に応じた活動内容を提案し、やりがいや生きがい

を感じる多彩なメニューを提供。大きな多目的ホール２つの活動室を備え、

控室や更衣室も利用できる。また、リハビリ室では身体機能・生活能力の維

持向上を目的とした軽運動のメニューを用意し、希望に応じて特殊浴室を活

用した入浴支援を行う。 

 



＜１日の流れ＞ 

  ８：３０～ 送迎・登園 

 １０：００～ 活動・入浴 

 １１：３０～ 昼食 

 １３：３０～ サークル活動等 

 １５：００～ 休憩 

 １５：３０～ 送迎・帰宅 

（３）短期入所支援（日中一時支援事業） 定員：５名 

地域で暮らす障がい者の方への支援として、宿泊を含む短期入所サービスの

実施。様々な理由で保護者が支援できない時に、夜間も含めた生活支援を行

う。 

 

 ② 宇津江ホーム（グループホームぷりずむ） 

（１）施設説明 

３棟：Ａ棟（男性）７名 

Ｂ棟（女性）６名 

Ｃ棟（男性５名、女性２名）７名 

     現在は、高山市１３名、飛騨市４名、下呂市３名が入居 

 

（２）一日の流れ 

  ６：３０～ 起床 

  ７：００～ 朝食（各棟の食堂：世話人が調理） 

  ７：３０～ 各自、出勤・通所準備 

  ８：００～ 各自の時間に合わせて出勤・通所する 

 １５：００～ 帰宅 

 １５：３０～ 帰宅した利用者から入浴・洗濯 

 １７：３０～ 夕食（各棟の食堂） 

 １８：３０～ 消灯まで自由 

 ２２：００  消灯 

 

（３）利用料 

＜共通＞  

① 家賃       １８，０００円 

② 共益食費      ５，０００円 

③ 共益費      ２０，０００円   共通合計４３，０００円 

＜個人＞ 

① 食費（実費）  約１５，０００円 

② 居室電気料   約 ５，０００円   個人合計約２０，０００円 

     ＜家賃助成＞ 

      家賃助成      １０，０００円 



     ＜その他＞（管理委託者） 

      ・小遣い管理委託     ５００円 

      ・年金管理委託    ２，０００円 

     ＜月額＞ 

       約５５，５００円 

 

（４）事業費 

総事業費：３億２千万円 

財源 国   ：５千２００万円 

   県   ：２千６００万円 

   ３市１村：５千２００万円 

        県木質化：５００万円 

        自己資本：１億７千８００万円 

 

２．考察 

（１）高山山ゆり学園 

居住スペースでは、女性用と男性用をしっかり分け、障がいの重い方の部屋は

中央にまとめてあり、サポートが容易にできるようになっていること、また、

通所の方は別棟となっていること、玄関もそれぞれ用意されていることはいい

配慮だと感じる。また、地域の災害避難所として利用可能であることも、地域

と一体である体制は有り難いことである。 

しかし、これまでの施設をもってしても利用希望者を全て受け入れることはで

きず、待機障がい者がいるとのことである。 

今後も同様の施設が必要と考えるが、資金・場所・スタッフ等の問題がある。 

（２）宇津江グループホーム 

民家等を再利用してのグループホームが多い中、集中したグループホームは長

年の希望でありよかったと感じるが、やはり、親亡き後の住まいをどう確保す

るのかが大変な課題である。地域の方々の理解も重要なことである。 

このような施設は、できれば他市他村にも必要であるが、やはり資金・場所・

スタッフ等の確保の問題がある。 

以上 


